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I2C BUS用8ビットI/Oエクスパンダ （高速モード対応）

R2A20150NP/SA

データシート

概要

特徴

用途

●マイコンの入出力ポート拡張

●マイコン周辺の直並列及び並直列データ変換

ブロックダイヤグラム

R2A20150NP/SAは、I2C BUSに対応した8ビットデータの直列－並列、及び並列－直列変換機能を持つ

CMOS構造の半導体集積回路です。

2線式シリアルデータ転送方式であるI2C BUS方式に対応しているため、少ない配線でマイコンと接続できます。

また、3本のチップセレクトピンを使用することにより、同一BUS上に最大8個までのR2A20150NP/SAを接続で

き、64ビットまで拡張可能です。

・ マイコンと、SCL,SDAの二本で接続可能

・ I2C BUSによる8ビットデータのシリアル⇔パラレル変換が可能

・ I2C BUSの高速モード(400kHz) に準拠

・ ビット毎の入出力設定が可能

・ チップセレクトピン(CS0,CS1,CS2)使用により、最大８個まで 同一I2C BUSに接続できます。

･ QFN、TSSOPの小型パッケージ品対応
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端子機能
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チップセレクト設定端子

SDA端子から入力したスレーブアドレスのチップセレクトデータ

(A0～A2)と、端子(CS0～CS2)の論理が一致した時のみアクセス

できます。

入力

CS214
CS115
CS016

シリアルデータ出力端子出力SO1

接地端子―GND8

正電源端子―VDD13

D712

パラレルデータ入出力端子

（電源投入時は入力状態）
入出力
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D26

D15

D04

D49

D37

D510

シリアルデータ入出力端子入出力SDA3

シリアルクロック入力端子入力SCL2

機 能 説 明入出力記 号
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R
2A

20150S
A

1

2

3

4

5

6

7

8

SCL

SDA

GND

CS0

CS1

CS2

VDD

16

15

14

13

12

11

10

9

D0

D1

D2

D3

D7

D6

D5

D4

SO

ピン配置

R2A20150NP (上面図) R2A20150SA(上面図)
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絶対最大定格

ピーク

連続

mA0～30

mW/℃7.25(NP) / 3.75(SA)Ta＞25℃熱低減率Kθ

-40～+125

-30～+85

290(NP) / 150(SA)

0～4

-5～0

-0.3 ～VDD+0.3（≦6.5）

-0.3 ～VDD+0.3（≦6.5）

-0.3～6.5

定 格 値

mA
D0 ～ D7”L”出力電流 注1IOL

mAD0 ～ D7”H”出力電流IOH

V出力電圧VO

V電源電圧VDD

V入力電圧VI

mWTa=85℃内部消費電力Pd

℃保存温度Tstg

℃動作周囲温度Topr

単 位条 件項 目記 号

推奨動作条件

最大標準最小
単 位

規 格 値
測 定 条 件項 目記 号

－

－

5.0

0.2 VDD

VDD

5.5

V0”L”入力電圧VIL

V0.8VDD”H”入力電圧VIH

V2.7電源電圧VDD

電気的特性

V0.2VDD－0“L”入力電圧VIL

µs－－100VDD=0 -> 2.7V電源電圧立ち上がり時間 注3trVDD

V1.91.5－VDD=0 -> 2.7V内部リセット動作電圧 注3VDDPOR

ms－－1VDD≦0.1V電源再投入間隔（電源OFF→ON） 注3tPOR

V
VDD－VDD-0.4IOH=-1mA, VDD=5V

“H”出力電圧（D0～D7）VOH
VDD－VDD-0.4IOH=-500µA, VDD=3V

V
0.4－0IOL=5mA, VDD=5V

“L”出力電圧（D0～D7）VOL
0.4－0IOL=2.5mA, VDD=3V

mA

－105VOL=0.4V, VDD=5V

“L”出力電流（D0～D7） 注2IOL
－52.5VOL=0.4V, VDD=3V

－2515VOL=1.0V, VDD=5V

－105VOL=1.0V, VDD=3V

V－0.8 0.5ヒステリシス（SDA, SCL）Vhys

V0.4－－Isink=3mA出力電圧“L”（ＳＤＡ）VOL

VVDD－0.8VDD“H”入力電圧VIH

µA100-10入力リーク電流IILK

µA100.1－VIH=VDD, VIL=GND, fSCL=停止

mA0.50.05－VIH=VDD, VIL=GND, fSCL=400kHz
電源電流IDD

最大標準最小
単位

規 格 値
測 定 条 件項 目記 号

注3： 電源起動時、パワーオンリセット回路により内部回路を初期化しますが、急激な電源再投入の場合、内部リセットが
かからないことがありますので、電源再投入間隔（tPOR）を満足するようにして下さい。

VDD

内部リセット信号

tPORtrVDD

≦0.1V

(trVDD相当)

VDDPOR

リセット期間 リセット期間

GND

GND

（指定のない場合は、VDD=5V±10%, GND=0V, Ta=-30～85℃)

注1： ”L”出力電流は、連続の場合各ポート毎に最大4mAまでですが、電源OFF期間を含むデューティを考慮した場合は、
ピークで30mA（デューティ13%）となります。

注2： （D0～D3のIOL平均電流の総和）≦16mA、および、（D4～D7のIOL平均電流の総和）≦16mA として下さい。
平均電流算出の際は、下記の通り、電源OFF期間も含めて下さい。

平均電流＝IOL× Duty、 Duty＝IOL が流れる期間／（電源ON期間＋電源OFF期間）

(指定の無い場合は、Ta=25℃)
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上記の数値はすべてVIHmin. 及び VILmax. に対応した値です。

タイミングチャート

SDA

VIH

VIL

SCL

VIH

VIL

Start Start StartStop

tR, tF
tBUF

tHD:STA tSU:DAT tHD:DAT tSU:ST0

tLOW
tHIGH

tsu:STA

Cb

tSU:STO

tF

tR

tSU:DAT

tHD:DAT

tSU:STA

tHIGH

tLOW

tHD:STA

tBUF

fSCL

記号
Max.Min.

－

4.0

－

－

250

0

4.7

4.0

4.7

4.0

4.7

0

標準モード

400

－

300

1000

－

3.45

－

－

－

－

－

100

µs－0.6再送「開始」条件のセットアップ時間

ns300－SDAおよびSCL信号の立ち下がり時間

µs－0.6SCLクロックのHIGH状態ホールドタイム

µs－1.3SCLクロックのLOW状態ホールドタイム

kHz4000SCLクロック周波数

µs－1.3「停止」条件と「開始」条件の間のバスフリータイム

µs－0.6
ホールドタイム（再送）「開始」条件。
（この期間の後、最初のクロックパルスが生成され

ます。）

µs0.90データホールドタイム

pF400－バス・ライン容量性負荷

ns300－SDAおよびSCL信号の立ち上がり時間

µs－0.6「停止」条件のセットアップタイム

ns－100データセットアップタイム

Max.Min.
単位

高速モード
項目

I2C BUSのSDA, SCLバスラインの特性
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ブロック概要説明

● I2C BUS インタフェースロジック
SDA,SCL,CS0,CS1,CS2の情報から、開始・終了条件・スレーブアドレス及びWrite/Readの認識、
ラッチ信号の発生等を行います。

●ラッチ回路
本ICは、 I/O方向レジスタ、入力データラッチ、出力データラッチの３つのデータラッチ回路を持っており、
それぞれI2C BUSインタフェースロジック回路からのラッチ信号に従ってラッチされます。

・ I/O方向レジスタ
パラレルデータ入出力端子の入出力の状態を各端子毎に設定します｡
設定は、マスタからのデータ書き込み時（Write mode）のスレーブアドレスバイトの次のバイトで行います。
I2C BUSからパラレルデータ端子へデータ出力する場合はHigh、パラレルデータ端子からI2C BUS への
データ入力（取り込み）の場合はLowに設定します。
なお、本ICはパワーオンリセット機能内蔵のため、電源投入後はパラレルデータ端子からI2C BUSへの
データ入力（取り込み）の状態（Hi－Z）になっています。

・出力データラッチ
Write mode時に、 I2C BUS からパラレルデータ端子へ出力するデータをラッチします｡
マスタがWrite mode時にI/O方向設定を行った後、８ビットデータを転送すると、その情報が出力データ
ラッチに取り込まれます｡

・入力データラッチ
Read mode時に、パラレルデータ端子の状態を取り込みます。Read modeにて、８ビット毎にデータを
取り込みます｡取り込まれたラッチの出力はシフトレジスタを介してマスタに送信されます｡

I/O方向設定にて、Outputを指定した端子については出力データ端子の状態が取り込まれます。

●パラレル入出力ポート
各パラレル入出力端子は、 I/O方向レジスタの設定がLow（input）の時は、Hi-Zとなり入力可能状態となり、

High（output）の時には出力データラッチの状態に従って出力されます。

●シリアル出力ポート
パラレルデータ入力端子から取り込まれたパラレルデータを変換し、8ビットシリアルデータとして出力します。
シリアルデータ出力時以外はLow出力となります。

●パワーオンリセット
電源投入時、各ラッチ回路はリセットされます。このため電源投入後のパラレルデータ入出力端子はHiZ

(入力モード）となります。
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P8ビットデータ8ビットデータI/O 方向設定WスレーブアドレスS

2.Read mode: パラレルデータ端子からのデータ入力→ I2C BUS へのデータ出力
（スレーブアドレス設定後は、8ビット毎に連続してデータを転送します｡最終データ転送時は確認応答を行わず、
その後停止条件を入力します｡）

LASTFIRST

ディジタルデータフォーマット

1.Write mode: I2C BUS からのデータ入力→パラレルデータ出力
（スレーブアドレス・ I/O方向設定後は、8ビット毎に連続してデータを転送します｡）

PAAAARスレーブアドレスS

AAAA

マスタ（MCU等）からスレーブ（R2A20150）への送信

スレーブ（R2A20150）からマスタ（MCU等）への送信

●S：開始条件
SCLがHIGHの状態で、SDAラインをHIGHからLOW
に変化させる。

0 1 1 1 A2 A1 A0

LASTFIRST
LSBMSB

*スレーブアドレスの下位3ビット（A0～A2）のデータとIC端子CS0～CS2
との論理が一致したときのみ（右表参照）、本ICがアクセスされます。

★チップセレクトデータ

●スレーブ アドレス

●W：書き込み（SDA=LOW） , R：読み込み（SDA＝HIGH）
●A：確認ビット（受信側はデータ受信確認したら、SDAラインをLowにする。）

*A:Read mode の最終データ送信時は確認応答を行わない（Highにする。）

FIRST LAST

8ビットデータA 8ビットデータ 8ビットデータ

LSBMSB

（L=Low,H=High）

A

● I/O方向設定（パラレルデータ入出力端子のI/O 設定）

*各ビット毎に、パラレルデータ入出力端子の
I/O 方向を決定します。

パラレルデータ端子からのデータ入力（Input）=Low
パラレルデータ端子へのデータ出力（Output）=High

●P：停止条件
SCLがHIGHの状態で、SDAラインをLOWからHIGHに変化させる。

●データ

………………

LＨL010

H

L

L

CS2

HH111

HL100

LL000

CS0CS1A0A1A2

P7 P6 P5 P4 P3 P2 P1 P0

FIRST
MSB

LAST
LSB

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

LAST
LSB

FIRST
MSB
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●シリアルデータ→パラレルデータ変換の場合 マスタ（MCU等）からの送信

スレーブ（R2A20150）からの送信
停止
条件

開始

条件

SDA

SCL

D0～
D7

0  1    1    1     A2    A1   A0    0     A     P7  P6 P5  P4  P3  P2 P1 P0    A    D17  D16 D15 D14 D13  D12  D11 D10  A    D27  D26 D25 D24  D23 D22 D21 D20   A

1     2     3     4     5     6     7     8           1     2   3     4     5     6     7    8

Hi-Z D1X D2X

データ出力 データ出力

スレーブアドレス I/O方向設定 DATA DATA

●パラレルデータ→シリアルデータ変換の場合

データ読み込みの前にI/O 方向レジスタを
ALL Low（Input）に設定しておきます。

開始
条件

SDA

SCL 1     2     3     4     5     6     7     8           1      2  3     4     5    6     7     8

Hi-Z

スレーブアドレス I/O方向設定

0  1    1    1 A2    A1  A0     0    A     P7 P6   P5 P4   P3   P2   P1  P0    A

開始
条件

SDA

SCL

D0～D7
入力例

1     2     3    4     5      6     7    8             1      2 3      4     5      6     7     8

D3X

データ取り込み

スレーブアドレス DATA DATA DATA

D1X D2X D4X

データ取り込み データ取り込み

D0～D7
出力

Hi-Z

マスタ（MCU等）からの送信

スレーブ（R2A20150）からの送信

停止
条件

動作説明
R2A20150NP/SPは、電源投入後パラレルデータ入出力端子は全端子入力状態（Input）となっています。
出力状態（Output）に設定する端子がある場合は、まずWrite modeにて各パラレルポートのI/O 設定を
行います｡（このI/O 設定は再度設定するまで有効です）

Write modeの際には、スレーブアドレス設定・ I/O 設定を行った後、 I2C BUS からパラレルポートへ
８ビットデータを連続転送できます。（SO端子はLow固定となります。)

Read modeの際には、スレーブアドレス設定を行った後、パラレルデータ入力端子からI2C BUS へ
8ビットデータを連続転送できます。8ビットデータは、SO端子からも出力されます。SO端子は、データ出力
時以外はLow固定となります。

Write/Readを切り替える際は、開始条件から再度送信する必要があります｡

D0～D7
出力

SO D17 D16  D15 D14 D13  D12 D11 D10 D37  D36  D35 D34 D33 D32  D31 D30         D47 D46  D45  D44 D43 D42  D41 D40  

0     1   1   1    A2   A1   A0    1     A D17 D16 D15 D14  D13 D12  D11 D10 A    D37 D36 D35  D34 D33  D32  D31 D30  A D47  D46 D45  D44 D43 D42  D41 D40  A
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● I/O 方向が各端子毎に異なっている場合

例：パラレルポート端子D0～D3を出力端子、D4~D7を入力端子とする場合

停止
条件

開始

条件

SDA

SCL

D0～
D3

0  1    1    1    A2    A1   A0   0      A     P7 P6 P5 P4     P3 P2 P1 P0     A   D17 D16  D15  D14 D13  D12 D11 D10  A    D27 D26 D25  D24 D23 D22 D21  D20   A

1     2     3     4     5     6     7    8            1      2  3     4     5     6     7     8

Hi-Z D1X D2X

データ出力 データ出力

スレーブアドレス
I/O方向設定 DATA DATA

D4～
D7 Hi-Z

＊Write mode 時
・出力端子：出力データラッチに書き込まれた状態を出力します。電源投入後、 I/O 方向を設定する

までは入力状態のためHi-Zとなります。 I/O 方向設定データにて出力端子として指定す
ると、出力データラッチの状態（初期状態はLOW）が出力され、次の8ビットデータの送信
後に設定された出力をします。

・入力端子：データ設定にかかわらず、入力可能状態（Hi-Z）のままとなります。

＊ Read mode 時
・SCLの8クロックめの立ち下がりのタイミングでの端子の状態を入力データラッチに取り込み、SDA
ライン及びSO端子より出力します。

停止
条件

開始
条件

SDA

SCL

D4～D7
入力例

1     2     3     4    5     6     7     8            1     2   3     4     5     6     7     8

D3X

データ取り込み

スレーブアドレス DATA DATA

D1X D2X D4X

データ取り込み データ取り込み

Hi-Z

D0～D3

0  1    1    1    A2   A1   A0     1     A D17 D16 D15 D14  D13 D12  D11 D10 A   D37  D36  D35 D34 D33  D32 D31  D30   A D47 D46 D45  D44 D43 D42  D41 D40   A

D4～D7

出力状態

DATA

SO D17 D16  D15 D14 D13  D12  D11 D10 D37 D36  D35  D34 D33 D32  D31 D30        D47 D46  D45  D44 D43 D42  D41 D40  
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標準応用回路例

10μF

パラレル入出力

ポート

チップセレクト

データ設定

CS2

CS1

CS0

SCL

SDA

VDD

GND

D0

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

SO シリアルデータ出力

11

2 4

13

3 5

4 6

5 7

7 9

8 10

9 11

10 12

15 1

1214

1315

1416

162

13
MCU

6

8

注：図中の端子番号は、○：TSSOP、☐：QFN を示します。
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外形寸法図

SA外形 PTSP0016JB-A

NP外形 PWQN0016KB-A
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発注型名

エンボステーピング/2,000個SAPTSP0016JB-ATSSOP-16R2A20150SA

エンボステーピング/3,000個NPPWQN0016KB-AQFN-16R2A20150NP

梱包形態/数量パッケージ略称パッケージコードパッケージ名称発注型名



全ての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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R2A20150 データシート改訂記録
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ポイントページ

改訂内容
発行日Rev.
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